
幼児教育学科 １年後期 専門科目  

１． 社会福祉 

２． 子育て支援 

３． 子どもの理解と援助 

４． 子ども家庭支援の心理学 

５． 子どもの健康と安全 

６． 教育課程総論 

７． 保育内容総論 

８． 保育内容（音楽表現）の指導法 

９． 乳児保育Ⅱ 

１０． 特別の支援を必要とする子どもの理解Ⅰ 

１１． 幼児と音楽表現Ⅱ 

１２． 幼児と造形表現 

１３． 保育実習指導Ⅰ-② 

１４． 保育実習Ⅰ-① 

１５． 教育実習指導Ⅰ 

１６． 教育実習Ⅰ 
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１ 年

　単　　位 科目の区分 授業方法

学習に必要
な

時間（分）

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

【予習】30分
【復習】30分

実務経験を用いてどのような授業
を行っているか： 社会福祉士としての実務経験をもとに社会福祉の実際を事例を交えて授業する。

予習：テキストを読む
復習：⑦の復習

予習：①～⑦の復習

予習：テキストを読む
復習：②の復習
予習：テキストを読む
復習：③の復習
予習：テキストを読む
復習：④の復習
予習：テキストを読む
復習：⑤の復習
予習：テキストを読む
復習：⑥の復習

      　　　 キーワード

Ｇ　倫理観

社会福祉現場をよりよく理解することができる。

社会福祉の概念、歴史、制度、技術について理解することができる。

Ｂ　専門的技術

社会福祉専門職として求められる価値と倫理に従って行動できる。

授業科目の学習教育目標の概要：
社会福祉の基礎的概念や日本および世界の福祉の歴史、福祉に関する法律の変遷な
どを学ぶことを通して、今後の福祉の方向性について考える。また、現代の福祉の
現状について学び、現代社会の福祉課題について理解する。

Ｃ　論理的思考力

社会福祉の概念、社会保障、
社会福祉援助技術、地域福祉

 ２． ６． ９． １０

社会福祉が直面している課題について深く考察することができる。

習得した知識などを活用して、現場の問題や課題を解決する試みができる。Ｄ　問題解決力

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番号）

Ａ　知識・理解力

①社会福祉の基本的考え方

課題（試験やレポート等）に対するフィードバック：講義内による講評

テスト：  ６０　％ レポート：　２０　％ 実技試験：　　　％

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：別に定めた日時に実施する。

その他：　２０　％

予習：テキストを読む
復習：①の復習

成績評価の基準と方法：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

発表：　　　％

特記事項：

授　業　計　画　
学習内容

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

準備学習（予習・復習等）

⑤社会福祉の法（１）　社会保障・公的扶助

②社会福祉の概念

⑩社会福祉の援助方法

④社会福祉の歴史（２）　日本

③社会福祉の歴史（１）　海外

⑥社会福祉の法（２）　社会福祉法

⑦社会福祉の法（３）　社会保障の関連制度

⑨社会福祉援助の意味

⑧社会福祉の機関と施設　中間振り返り

⑪社会福祉援助の専門性とは

⑫地域福祉の概念

予習：テキストを読む
復習：⑨の復習
予習：テキストを読む
復習：⑩の復習
予習：テキストを読む
復習：⑪の復習
予習：テキストを読む
復習：⑫の復習

⑬利用者の権利擁護

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：

⑭社会福祉の担い手

⑮これからの社会福祉の動向　まとめ

使用テキスト：
新保育士養成講座第４巻　「社会福祉」　全国社会福祉協議会
ISBN978-4-7935-1090-8

その他参考文献など：

予習：テキストを読む
復習：⑬の復習
予習：テキストを読む
復習：⑭の復習

予習：⑧～⑭の復習

２ １年次 後期

幼児教育学科

科目名：　社会福祉　 担当教員 氏名：　宮嶋　潔　

必修

  開講時期（年次・期） 備考

社会福祉主事任用資格

保育士資格指定科目（必修）
専門科目 講義

 (卒業要件）
必修／選択必修／選択
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 40 ％ レポート： 30 ％ 発表： 30 ％ 実技試験： ％ その他： ％

学習に必要な
時間（分）

30分

30分

30分

30分

30分

30分

30分

30分

30分

30分

30分

30分

30分

30分

30分

幼児教育学科

科目の区分 備考

子育て支援 担当教員　氏名：　 小川　耕平

保育士資格指定科目（必修）
１

  開講時期（年次・期）

１年次 専門科目 選択必修後期

授業方法

演習

　１． ２．５． ６． ７． ８． ９． １０

子育て支援の基本的理念を理解し、こどもの権利を尊重する支援の重要性を説明でき
る。

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学習教育目標の概要：

子育て支援の基本的な考え方や実践方法を学ぶ。子どもの最善の利益を考慮し、保護
者・地域社会との連携を通じた支援の在り方を理解し、実践的な支援力を養うことを目的
とする。

キーワード

･子どもの最善の利益
・保育士の使命・資質
・子どもの権利

授業における学修の到達目標
自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番号）

②保育士の役割と倫理

③家庭支援の方法（保護者との関わり方）

①子育て支援の基礎知識（制度や法律） 事後：子育て支援の概念を理解する

事後：保育士について理解する

事後：保護支援について理解する

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：8回、14回目に課題レポートを課す。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：レポート用紙返却時にコメントにてフィードバック

授　業　計　画　
学習内容

準備学習（予習・復習等）

事後：多文化の子育てを理解する。

⑧シングルペアレント家庭の支援

④発達段階と子育て支援

⑨多文化家庭の支援

⑦発達障害児とその家族の支援

事後：子どもの発達を理解する

事後：子どもの権利と保育を理解する

事後：地域資源について理解する

事後：発達障害について理解する

事後：子育て環境を理解する。

⑤子どもの人権擁護

⑥子育て支援に関連する地域資源の活用（支援センターなど）

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：

⑬保護者とのコミュニケーション技術

⑭緊急時（災害・事故）における子育て支援

⑮園でできる子どもの権利に対する取り組み

使用テキスト：　特になし。適宜資料を配布します その他参考文献など：
・児童の福祉を支える子ども家庭福祉
・子どもの権利を大切にする保育

事後：これまでの内容を考える

事後：緊急時の子育てについて理解する

事後：保護者との関わりを理解する

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

保育士として必要とされる知識・技術を保育現場の状況に合わせて、指導し学生の保育に対する資質の向
上と保育士の使命感について教授する。

事後：子育て支援のＩＣＴを理解する

事後：保育士のメンタルヘルスを理解する

⑫ICTを活用した子育て支援

⑩子どもの権利と福祉制度

⑪保育士のメンタルヘルスと自己ケア

事後：子の権利を理解する。

家庭・地域・施設などにおける子育て支援の多様な形態について理解し、実践的な支援
方法を考察できる。

子どもや家庭の課題に対して適切な支援を考え、現場で応用できる力を身につける。

保護者支援の具体的な手法や、家族の多様性を尊重した支援のあり方を説明できる。

Ｂ　専門的技術

Ｄ　問題解決力

Ｇ　倫理観

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： 50 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 50 ％

学習に必要な 時間（分）

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【復習】30分

【予習】60分

Ｄ　問題解決力

Ｈ　コミュニケーション力

Ａ　知識・理解力 子どもの発達や内実を理解し、必要な援助のあり方を学ぶ。

Ｂ　専門的技術 発達における多面的な側面から子どもを捉え、理解できる。

Ｃ　論理的思考力 発達における多面的な側面から子どもを捉え、理解できる。

テーマに沿ってグループ討議し、理解し合う姿勢を身につける。

保育士としての実務経験を生かして、子どもの発達や学びの関する知識をさまざまな視点から理解できるよ
うに授業していく。

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番

号）

　　５． ６． ７

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

・保育実践において、実態に応じた子ども一人一人の心身の発達や学びを把握することの意義について理
解する。
・子どもの体験や学びの過程において、子どもを理解する上での基本的な考え方を理解する。
・子どもを理解するための具体的な方法を理解する。
・子どもの理解に基づく保育士の援助や態度の基本について理解する。

子ども理解・かかわり・援助

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

１ １年次 後期 専門科目 演習

長谷　尚子

備考

保育士資格指定科目（必修）

幼児教育学科

子どもの理解と援助 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

選択必修

⑮発達の連続性と就学への支援・まとめ

使用テキスト：

①子どもの理解と援助　＜中央法規＞　978-4-8058-5790-8

②保育所保育指針解説書　＜厚生労働省　編＞978-4-577-81448-2

その他参考文献など：幼保連携型認定こども園教

育・保育要領解説

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：実践に即して様々に対応できるように、具体的事例を通して演習をする。

課題に対して自分の考えを持ち、グループワークが充実するよう積極的に授業に参加してほしい。

⑫子ども理解のための保護者との情報共有

⑬発達の課題に応じた援助とかかわり 【復習】⑬の復習・レポート不足部分
を再考補足

⑭特別な配慮を要する子どもの理解と援助 【復習】⑭の復習・レポート不足部分
を再考補足

【予習】全体の復習をする

⑩子ども理解のための観察・記録と省察・評価 【復習】⑩の復習・レポート不足部分
を再考補足

⑪子ども理解のための職員間の対話 【復習】⑪の復習・レポート不足部分
を再考補足

【復習】⑫の復習・レポート不足部分
を再考補足

⑦発達における経験と育ち 【予習】①～⑥の復習　【復習】⑦の復
習・レポート不足部分を再考補足

⑧保育の環境の理解と構成 【復習】⑧の復習・レポート不足部分
を再考補足

⑨環境の変化や移行 【復習】⑨の復習・レポート不足部分
を再考補足

④保育の人的環境としての保育者と子どもの発達 【復習】④の復習・レポート不足部分
を再考補足

【復習】⑤の復習・レポート不足部分
を再考補足

⑤子ども相互のかかわりと関係づくり

⑥集団における経験と育ち 【復習】⑥の復習・レポート不足部分
を再考補足

①保育における子ども理解の意義 【復習】①の復習・レポート不足部分
を再考補足

②子どもに対する関わりと共感的理解 【復習】②の復習・レポート不足部分
を再考補足

③子どもの生活や遊び 【復習】③の復習・レポート不足部分
を再考補足

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：最終試験は、別に日時を指定する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：レポート等は評価終了後返却し、その後の学びを深めるため

に活かすよう指導する。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

課題のテーマに沿った発言や討論ができる

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：
・上記「その他」は、授業中の態度、授業中の課題演習の提出状況などで評価する。
・本科目では、アクティブラーニングの一環としてグループワーク、発表を行う。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 40 ％ レポート： 60 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： ％

学習に必要な
時間（分）

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

復習20分

予習30分

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

⑫成人期・老年期の発達について学ぶ

⑩３～５歳児の発達過程表作成

⑪学童期・青年期の発達について学ぶ

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

発達における多面的な側面から子どもを捉え、理解できる。

課題のテーマに沿ってレポートなどをまとめることができる。

課題のテーマに沿った発言や討論ができる

Ｃ　論理的思考力

Ｄ　問題解決力

Ｈ　コミュニケーション力

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：

⑬家族・家庭について学ぶ

⑭子育て家庭に関する現状と課題について学ぶ

⑮子どもの精神保健について学ぶ・全体のまとめ

使用テキスト： その他参考文献など：

授業内容全体の理解の確認

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

⑧子ども理解における発達の把握(６)(４歳児の発達を理解する)

④子ども理解における発達の把握(４)(２歳児の発達を理解する)

⑨子ども理解における発達の把握(７)(５歳児の発達を理解する)

⑦子ども理解における発達の把握(５)(３歳児の発達を理解する)

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

復習。調べた内容の整理。

課題を完成させる。

予習。①～⑥までの内容の理解を
確認する。

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

⑤0～２歳児の発達過程表の作成（１）（各自文献などを調べ構想する）

⑥0～２歳児の発達過程表の作成（２）（作成する）

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

子どもの精神保健の内容については、臨床心理士としての心理臨床経験に基づき、事例を提示しすること
により、理解を深める。

②子ども理解における発達の把握(２)(０歳児前半の発達を理解する)

③子ども理解における発達の把握(３)(１歳児の発達を理解する)

①子ども理解における発達の把握(１)(０歳児前半の発達を理解する)
復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

復習。ノートを整理する。疑問点をリ
スト化し、調べる。

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：別に定めた日時に実施する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：課題（０～２歳児の発達過程表、３歳～５歳の発達表）を返却する。

授　業　計　画　
学習内容

準備学習（予習・復習等）

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

５． ６． ７． 

各年齢の発達段階について保育実践と関連付けて理解できる。

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学習教育目標の概要：

生涯発達に関する心理学的な知識を習得するとともに、現代の家族や子育て家庭の現
状を理解する。また、子どもの精神保健の基礎的な知識を習得する。

キーワード

・生涯発達　・現代の家族　・精神保健

授業における学修の到達目標
自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番号）

幼児教育学科

科目の区分 備考

子ども家庭支援の心理学 担当教員　氏名：　 石津　孝治

授業方法

保育士資格指定科目（必修）
２

  開講時期（年次・期）

１年次 専門科目 選択後期 講義
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 60 ％ レポート： ％ 発表： 20 ％ 実技試験： 20 ％ その他： ％

学習に必要な 時間（分）

120分

180分

120分

120分

120分

120分

120分

120分

120分

180分

120分

120分

120分

120分

120分

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

Ａ　知識・理解力 子どもの健康と安全について知識を身につける

Ｂ　専門的技術
乳幼児の生命と健康を守るため、子どもの発達や状態に即した適切な対応を習得し活
用できる

Ｃ　論理的思考力 習得した技術を理論に照らし合わせ、状況や関係を把握して考えることができる

多者との信頼関係を築き、協調、協働して行動できる「私」になる

助産師として臨床の実務経験、事例をもとに講義及び具体的援助技術の演習

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番

号）

　　２． ５． ６． ９

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

保育における保健的観点を踏まえた保育環境や援助、子どもの体調不良時の適切な
対応について具体的に理解する。「アレルギー対応ガイドライン」「感染症対策ガイドラ
イン」「事故防止及び事故発生時の対応ガイドライン」や近年のデーターなどに基づき
具体的な対応を理解する

保育環境、衛生管理・事故防止・安全対
策・危機管理・災害対策、ガイドライン

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

１ １年次 後期 専門科目 演習

土居　和代

備考

保育士資格指定科目（必修）

幼児教育学科

子どもの健康と安全 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

選択必修

⑮障害を持つ子どもと家族への関わり方

使用テキスト：
子どもの健康と安全　（中山書店）  編集/執筆大西文子　ISBN978-4-
521-74777-４

その他参考文献など：資料適宜配布
・「育育児典(全2冊)病気編」　著　毛利子来　山田真　(岩
波書店)

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
教科書のワークシートを利用、共有し、予習、復習が繋がりをもって学ぶ機会になることを期待します。

⑫子どもの事故の特徴とその予防

⑬個別的配慮を要する子どもへの対応(アレルギー性疾患、小児糖尿病)
【予習】厚労省のアレルギーガイド
ラインに目を通す

⑭乳幼児の異常症状と怪我・事故の応急手当 【復習】対処及び予防をまとめる

【復習】障害を持つ子どもの関わり
方をまとめる

⑩子どもの食事（離乳食・補完食・BLW）支援
【予習】厚労省のガイドラインに目
を通す

⑪子どもの基本的生活習慣の確立に向けて 【復習】生活習慣の要点をまとめる

【復習】子どもの事故が多い場所や
理由などまとめる

⑦災害の影響から子どもを守る
【予習】災害時に起こる困りごとを調べ
る

⑧乳幼児の一時救命処置の演習
【復習】CPR手順と救急車の呼び方
をまとめる

⑨乳児の授乳支援（搾母乳の取り扱い・人工ミルクを作る）
【予習】人工乳、母乳、搾母乳の利
点、欠点を調べる

④子どもの身体発育と評価　子どもの特性と基本的生活習慣
【予習】自分の母子手帳で自分の
発達・発育を知る

【予習】抱っこひもやおんぶひもは
どんな種類があるか調べておく

⑤日常に必要な養護（おむつ交換・抱っこ・おんぶ・沐浴）演習

⑥子どもの生理機能測定（体温・呼吸・脈拍）や身体測定（体重・身長等）の演習
【予習】教科書第6章乳幼児の生理
機能の測定を読む

①子どもの健康と保育環境ー感染症の予防
【予習】厚労省の感染予防ガイドラ
インに目を通す

②子どもの保健に関する健康及び安全管理
【予習】交通安全と子どもを守る園
外活動について考える

③子どもの健康と発育
【予習】運動機能・精神発達につて
読む

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：グループワークは原稿を作成し4,12,13コマで発表し評価する。8コマと14コマで小テスト
実施。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：テストは返却時に解説する。演習時の実技を評価する。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：グループワーク原稿は5枚以上とし、発表はディべートを実施する。授業計画は④⑫⑬回目

アクティブラーニング要素：

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 40 ％ レポート： 20 ％ 発表： 30 ％ 実技試験： ％ その他： 10 ％

学習に必要な 時間（分）

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】130分
【復習】130分

【予習】260分

Ｈ　コミュニケーション力

Ａ　知識・理解力
教育課程や指導計画の意義、教育課程の編成の方法、カリキュラム・マネジメントの意
義について理解する。

Ｃ　論理的思考力 指導計画の実際について考える力を身につける。

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ
行事の企画・運営・準備・実践を通して、他者と協力・協働しながら保育者のあり方を学
ぶ。

学んだことをグループ討議などで発表し、理解し合う姿勢を身につける。

幼稚園教諭としての実務経験を活かして、教育課程について具体的かつ子ども姿をイメージできるように講
義を構成し教授する。

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番

号）

　　１． ２． ３． ５． ６． ７

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

幼稚園教育要領・保育所保育指針を基準として編成される教育課程・全体的な計画（保
育課程）について、その意義や編成の方法を理解するとともに、各園の実情に合わせた
カリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する。

保育の基本と、教育課程、全体的な計画
（保育課程）、長期の指導計画と短期の指
導計画、カリキュラム・マネジメント

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

２ １年次 後期 専門科目 講義

岩田　 郁代

備考

保育士資格指定科目（必修）
幼稚園教諭二種免許状科目（必修）

幼児教育学科

教育課程総論 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

必修

⑮教育課程・指導計画の改善

使用するテキスト:「保育の計画と評価ー豊富な例で１からわかる」萌文書
林978-4-89347-272-4「幼児の思いをつなぐ指導計画の作成と保育の展
開」文部科学省978-4-8054-0299-3

その他参考文献など：
「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・
保育要領解説」「幼稚園教育要領解説」

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：学習課題に対して自分の考えが持てるよう、主体的に授業に参加してほしい。・随時資
料を配布する。ファイルをして保管し、毎回授業時に持参すること。

⑫指導計画の実際（４）　(互見保育について）

⑬指導計画の実際（５）　(評価・改善について） 【予習】⑬の予習【復習】⑬の復習

⑭保護者・地域との連携・子育て支援・延長保育・預かり保育 【予習】⑭の予習【復習】⑭の復習

【予習】⑮の予習

⑩指導計画の実際（２）　(教材研究について） 【予習】⑩の予習【復習】⑩の復習

⑪指導計画の実際（３）　(模擬保育について） 【予習】⑪の予習【復習】⑪の復習

【予習】⑫の予習【復習】⑫の復習

⑦短期の指導計画　（週・日案） 【予習】⑦の予習【復習】⑦の復習

⑧保育の実践と評価・記録（ＰＤＣＡ） 【予習】⑧の予習【復習】⑧の復習

⑨指導計画の実際（１）　（指導案について　） 【予習】⑨の予習【復習】⑨の復習

④0・1・2歳児の特徴と指導計画 【予習】④の予習【復習】④の復習

【予習】⑤の予習【復習】⑤の復習⑤3・4・5歳児の特徴と指導計画

⑥長期の指導計画　(期・月案・行事） 【予習】⑥の予習【復習】⑥の復習

①保育の基本について（戦前～現在～今後） 【予習】①の予習【復習】①の復習

②教育課程・保育課程について 【予習】②の予習【復習】②の復習

③指導計画の作成の基本　（5領域・10の姿） 【予習】③の予習【復習】③の復習

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：定期的にミニテスト及び中間テスト、期末テストを実施する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：ミニテスト等を評価終了後返却し、その後の学びに生かすよう指導する。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：上記「その他」では、授業での参加姿勢・態度や模擬保育の計画・準備・実践・振り返りなどの取り組みを授業時のミニレ
ポートも含め評価する。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 0 ％ レポート： 100 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 0 ％

学習に必要な 時間（分）

180分

180分

180分

180分

180分

180分

180分

180分

180分

180分

180分

180分

180分

180分

180分

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

行事を企画・運営することを通して、他者と協同・協働しながら指導者としての力を付け
る。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：
授業時間内ノートと授業時間外ノートの提出で100％とする。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク

授業時間内ノートと授業時間外ノートは第15回授業で提出する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：回収した授業時間内ノートと授業時間外ノートは成績認定後に返却する。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

①幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要領と保育内容
【予習】①の予習，【復習】発展
課題

②遊びによる総合的・一体的な保育および乳児理解－乳児期の子どもの保育に関す
るねらい及び内容－

【予習】②の予習，【復習】発展
課題

③遊びによる総合的・一体的な保育および幼児理解－満１歳以上満３歳未満の子ども
の保育に関するねらい及び内容－

【予習】③の予習，【復習】発展
課題

④保育内容の歴史的変遷
【予習】④の予習，【復習】発展
課題

【予習】⑤の予習，【復習】発展
課題

⑤遊びによる総合的・一体的な保育および幼児理解－満３歳以上の子どもの保育に
関するねらい及び内容－

⑥環境を通して行う教育
【予習】⑥の予習，【復習】発展
課題

⑦養護と教育が一体的に展開する保育
【予習】⑦の予習，【復習】発展
課題

⑧保育における記録
【予習】⑧の予習，【復習】発展
課題

⑨主体的・対話的で深い学びと「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
【予習】⑨の予習，【復習】発展
課題

➉保育所のあり方の基準（児童福祉施設の設備及び運営に関する基準）
【予習】⑩の予習，【復習】発展
課題

⑪乳幼児教育の重要性
【予習】⑪の予習，【復習】発展
課題
【予習】⑫の予習，【復習】発展
課題

⑮世界の幼児教育

使用テキスト：
①文部科学省　2018　『幼稚園教育要領解説』
②厚生労働省　2018　『保育所保育指針解説書』
③2018  『幼保連携型認定子ども園教育・保育要領解説』
※全て前期に購入済

その他参考文献など：
　「保育内容総論」民秋言，吉村真理子
　「保育内容総論」大豆生田啓友，柴崎正行

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
　初回の講義で授業についての詳細資料を配布します。

⑫身近な廃材を使った教材での遊び

⑬未満児と以上児対象絵本の読み聞かせ体験
【予習】⑬の予習，【復習】発展
課題

⑭学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について～幼保小の協働
による架け橋期の教育の充実～

【予習】⑭の予習，【復習】発展
課題

【予習】⑮の予習，【復習】発展
課題

若山　育代

備考

保育士資格指定科目（必修）
幼稚園教諭二種免許状科目（必修）

幼児教育学科

保育内容総論 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

必修１ １年次 後期 専門科目

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番

号）

　　６． ８． ９

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

園生活全体を通して総合的に展開される保育内容について学び、具体的な幼児の姿
と関連づけながら、環境を構成し実践するために必要な知識・技能を身に付ける。

・保育内容　・発達　・遊びの意味
・総合的　・環境

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ｂ　専門的技術

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

Ａ　知識・理解力
保育所保育指針と幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園における保育内容を理
解する。

Ａ　知識・理解力 保育内容の歴史的変遷について学び，保育内容について理解を深める。

Ａ　知識・理解力 保育内容の点から幼児の発達を理解する視点について学ぶ。

環境を通した総合的な援助や教育内容の相互関連性を、実践を通して理解する。
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 30 ％ レポート： ％ 発表： 50 ％ 実技試験： ％ その他： 20 ％

 学習に必要な時間（分）

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

６０分以上

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

Ｈ　コミュニケーション力

Ａ　知識・理解力
演習することによって、様々な対象となる子どもたちを理解し、日常使う言葉や

動作を使って、相手に合わせた対処法を創案できる力（知識）を養う。

Ｂ　専門的技術
音や音楽、リズム（言葉）等から感じたことを楽しく表現する中で、保育現場で

活用できる音楽表現を習得し、それから派生した多種の専門技術を習得する。

Ｅ　自己管理力
日常の音に興味を持ちつつ、語感で表現する楽しさを演習することによって、自

尊感情や言語表現力の向上を促進し自己管理力を高める事につなげる。

音やリズム（言葉）で感じたことを楽しく表現する中で、ファシリテータ演習により、自

他を理解しながら信頼関係を築き、お互いを思いやりながら積極的に活動する。

幼稚園教諭ならびに高等学校教諭としての実務経験を活かして、教育現場における音楽活動の具体的な
事例を示すことで、音楽の知識及び技能の習得に向けて、より具体的なイメージを持つことができるよう授
業を行う。

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番

号）

 ２．５． ６．７． ８． ９

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

色々な音への興味を持ち、日常的な音（声や言葉・楽器・身体等）を感じ、多手

段で表現する楽しさを発見する。また、それらを演習（体験）することによって

子ども理解を深め、様々な音楽表現活動を実践するための方法を習得（考案）す

る。普段の保育から積み重ねて発表へ繋げる手法を学ぶ。

言葉とリズム、音の持つ力（協調性、安心感、安
定感、集中力、自尊感情、自己確立、身体機能
維持促進etc）、脳と音楽、クリエイティブ（創造

性）、ユニバーサルデザイン

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

１ １年次 後期 専門科目 演習

髙橋　侑希

備考

保育士資格指定科目（必修）
幼稚園教諭二種免許状科目（必修）

幼児教育学科

保育内容（音楽表現）の指導法 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

選択

⑮リトミック②

使用テキスト：
一人一人を大切にするユニバーサルデザインの音楽表現（萌文書
林）
ワクワク劇あそび（ひかりのくに）

その他参考文献など：

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：

動きやすい服装と靴で参加すること。

⑫音のするもので遊ぶ（絵本と音楽表現）Ⅰ

⑬音のするもので遊ぶ（絵本と音楽表現）Ⅱ 自主練習、グループ練習

⑭リトミック① 【復習】活動のレポート作成

【予習】全体での活動を確認

⑩音楽手遊び（指導案作成）Ⅱ 自主練習、グループ練習

⑪音楽手遊び（指導案作成）Ⅲ 自主練習、グループ練習

自主練習、グループ練習

⑦中間発表 【復習】活動のレポート作成

⑧音楽表現指導法Ⅵ（インクルーシブの実践法について） 【復習】楽器名や指導法を覚える

⑨音楽手遊び（指導案作成）Ⅰ 自主練習、グループ練習

④音楽表現指導法Ⅲ（音楽表現）Ⅰ（リズムの力・発達のコミュニケーション） 自主練習、グループ練習

自主練習、グループ練習⑤音楽表現指導法Ⅳ（音楽表現）Ⅱ

⑥音楽表現指導法Ⅴ（言語表現　音楽表現） 自主練習、グループ練習

①音楽表現のねらい、授業内容、全体構想についての説明（表現とは） 【予習】活動内容の予習

②音楽表現指導法Ⅰ（言語表現）Ⅰ（音楽の力・ユニバーサルデザイン） 自主練習、グループ練習

③音楽表現指導法Ⅱ（言語表現）Ⅱ（音楽表現のコミュニケーション） 自主練習、グループ練習

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：適宜。実技発表、実践及び課題提出を行う予定。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：ペーパーテストは採点し返却する。発表、実技、実践について

はその都度コメントする。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

他者の表現をバーバル及びノンバーバルを通して理解するように努めることで、

クリエイティブならびにユニバーサルデザインが促進され、子ども、保育者、周

囲の人々と円滑なコミュニケーションをとることができる。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：上記「その他」においては、授業態度、意欲、課題の提出状況などで評価する。本科目ではアクティブラーニン

グの一環としてグループワーク、発表を行う。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： 50 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 50 ％

学習に必要な 時間（分）

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】３０分
【復習】３０分

【予習】６０分

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

言語や表情を用いて、自己・他者の理解を深めるコミュニケーションができる。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：レポートは個人で取り組んだものに対して評価する。その他は、受講態度、課題演習の提出状況、グループへの貢献度等
に対して評価を行う。アクティブラーニングの一環として、グループワーク、発表を行う。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学修 ディスカッション、ディベート グループワーク

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：最終試験は、別日に実施する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：レポート等は評価終了後返却し、その後の学びを深めるために活かすよう
指導する。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

①乳児保育の基本 　　
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

②子どもの生活の流れ（０歳児クラス）
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

③子どもの保育環境（０歳児クラス）
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

④子どもの援助の実際（０歳児クラス）
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

⑤子どもの生活の流れ（１歳児クラス）

⑥子どもの保育環境（１歳児クラス）
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

⑦子どもの援助の実際（１歳児クラス）
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

⑧子どもの生活の流れ「２歳児クラス）
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

⑨子どもの保育環境（２歳児クラス）
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

⑩子どもの援助の実際（２歳児クラス）
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

⑪子どもの心身の健康・安全と情緒の安定を図るための配慮
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

⑮個別的な指導計画と集団の指導計画・まとめ

使用テキスト：
①乳児保育Ⅰ・Ⅱ＜中央法規＞　児童育成協会　978-4-8058-5795-3
②保育所保育指針解説　＜厚生労働省　編＞　978-4-577-81448-2

その他参考文献など：授業の中で適宜紹介する。
プリントなどの資料も適宜配布する。

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：実践に即して様々に対応できるように、具体的事例を通して演習をする。課題に対して
自分の考えを持ち、グループワークが充実するよう積極的に授業に参加してほしい。

⑫集団での生活における配慮

⑫環境の変化や移行に対する配慮
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

⑭長期的な指導計画と短期的な指導計画
【予習】教科書を読む
【復習】レポート不足部分を再考補
足

【予習】乳児保育Ⅱ全体の復習

長谷　尚子

備考

保育士資格指定科目（必修）

幼児教育学科

乳児保育Ⅱ 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

選択１ １年次 後期 専門科目 演習

保育士としての実務経験を生かして、乳児保育の実際や援助を、乳児保育Ⅰで学んだ知識を基盤にして実
践に即して使えるように演習を中心とした授業を実施する。

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番

号）

　　１． ５． ６． ９． １０

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

１．３歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わりの基本的 な考え方
について理解する。
２．養護及び教育の一体性を踏まえ３歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方法及
び環境について具体的に理解する 。
３．乳児保育における配慮の実際について、具体的に 理解す る 。
４．上記１～３を踏まえ、乳児保育における計画の作成について上記１～３を踏まえ、乳
児保育における計画の作成について、具体的に理解する 。

遊び・生活・健康・安全・保育環境

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ｇ　倫理観

Ｈ　コミュニケーション力

Ａ　知識・理解力 乳児保育に必要な専門的な技術を習得する。

Ｂ　専門的技術 乳児の発育や発達の基本、かかわりや援助の実際を学ぶ。

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ 他者と信頼関係を築き、目標実現のため協力し共に育ちあうことができる。

保育士として求められる価値と倫理に従って行動できる。
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 50 ％ レポート： 40 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 10 ％

学習に必要な 時間（分）

Ｆ　チームワーク・リーダーシップ

Ｇ　倫理観

Ａ　知識・理解力
障害等を正しく理解し、特別の支援を必要とする子どもの実態のとらえ方、支援の方法
について理解することができる。

Ｂ　専門的技術
障害等の特徴を捉え、特別支援に必要な具体的な支援技術を選択・実施できるように
なる。

Ｄ　問題解決力
演習や事例を通して、特別の支援を必要とする子どもに対する支援の仕方や教材等を
工夫して作ったり考えたりする。

演習や事例を通して、特別の支援を必要とする子どもへの支援方法を、他者と協働し
ながら支援方法を検討・合意形成できる力を育む。

保育エピソードや映像等により、具体的な子どもの事例に基づき授業を行う。

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番

号）

　　２． ５． ６． ７． ９． １０

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

特別な支援を必要とする幼児が、参加感や達成感をもって生活し、生きる力の基礎を
育むことができるよう、保育者として幼児の学びや生活上の困難を理解し、個別の教育
的ニーズに応じた支援方法を習得する。また、他の保育者・関係機関・保護者と連携し
ながら、組織的に支援を実践できる力を育てる。

障害　発達　支援
インクルーシブ保育

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

１ １年次 後期 専門科目 演習

堀江　修

備考

保育士資格指定科目（必修）
幼稚園教諭二種免許状科目（必修）

幼児教育学科

特別の支援を必要とする子どもの理解Ⅰ 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

選択

⑮まとめ：幼児理解の統合

使用テキスト：なし（自作プリント使用） その他参考文献など：
みんなにやさしいインクルーシブ保育（ナツメ社）
エピソード記述で保育を描く（ミネルヴァ書房）

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
近年、障害のある子どもも含めて多様な子どもたちが同じ施設でともにくらし学ぶようになりました。特別の支援を必要とする子ども
の理解について学びながら、子ども観、発達観、人間観など、保育者に必要な資質をしっかりと身に付けましょう。

⑫特別支援の視点から見る観察と記録

⑬特別な支援が必要な幼児の事例理解
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

⑭支援ニーズを読み解く事例理解
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

【予習】「特別の支援を必要とする子ど
もの理解Ⅰ」のこれまでの学習を復習
する

⑩障害はないが支援が必要な子ども
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

⑪家族の心理と支援
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

⑦知的障害の理解
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

⑧肢体不自由の理解
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

⑨視覚・聴覚障害の理解
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

④言語発達に困難のある幼児の理解
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

⑤発達障害（ASD）の理解Ⅰ

⑥発達障害（ADHD・LD）の理解Ⅱ
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

①導入：障害理解の基本視点
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

②障害児保育の制度・歴史的変遷
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

③インクルーシブ保育の理念
【予習】授業の課題について考える
【復習】レジュメに沿って授業内容を整
理しまとめる

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：
・適宜小テスト、課題レポートを実施する。最終試験は、別に定めた日時に実施する。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：
・試験については採点し返却する。　レポートについては、チェック後返却する。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

特別の支援を必要とする子どもの理解を通して人間観を深め、支援における倫理的配
慮について自分の考えを言語化できるようになる。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：
授業に対する前向きな姿勢、授業の内容に対する興味、関心の向き方も評価する。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】120分
【復習】120分

【予習】220分
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科目名：　

　単　　位  (卒業要件）
必修／選択

テスト： 30 ％ レポート： ％ 発表： ％ 実技試験： 50 ％ その他： 20 ％

 学習に必要な時間（分）

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

60分以上

Ａ　知識・理解力 音楽の基礎的な理論を学び、読譜力を身につける。

Ｂ　専門的技術 ピアノ、声楽の個別での実技指導によって、演奏力、歌唱力を身につける。

Ｈ　コミュニケーション力 レッスンやアンサンブルを通して、自分の想いや考えを伝える力を身につける。

幼稚園教諭ならびに高等学校教諭としての実務経験を活かして、教育現場における音楽活動の具体的な事
例を示すことで、音楽の知識及び技能の習得に向けて、より具体的なイメージを持つことができるよう授業を
行う。

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番

号）

　３． ６． ７． ９

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

音楽の基礎的な理論を学び、確かな読譜力と表現法を習得する。またピアノ、声楽の個
別での実技指導によって演奏力、歌唱力を身につける。

声楽、ピアノ、音楽理論、読譜力、表現力

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

１ １年次 後期 専門科目 演習

髙橋 侑希、水上 芳昌、荒木晶子
林 亜希子、森田 夏海、内田陽子

備考

保育士資格指定科目（選択必修）

幼児教育学科

幼児と音楽表現Ⅱ 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

必修

⑮【荒木、髙橋】期末発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【髙橋、他】期末発表

使用テキスト：　これ1冊で全てが分かる！ピアノ教本（カワイ出版社）・ポ
ケットいっぱいのうた（教育芸術社）・こどもの歌ベストテン（ドレミ楽譜出版
社）・こどものうた２００（チャイルド本社）

その他参考文献など：

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：幼児と音楽表現Ⅱは通常の授業に加えて、弾き歌いの個人レッスンを受講することになり
ます。授業での評価とピアノ、声楽実技の評価を合わせて単位を取得することができます。

⑫【荒木、髙橋】作詞・作曲１　　　　器楽１　　　　　　　　　　　　　童謡１１【髙橋、他】童謡弾き歌い１１

⑬【荒木、髙橋】作詞・作曲２　　　　器楽２　　　　　　　　　　　　　童謡１２【髙橋、他】童謡弾き歌い１２ 【予習・復習】自主練習

⑭【荒木、髙橋】楽語　　　　　　　　　器楽３　　　　　　　　　　　　　童謡１３【髙橋、他】童謡弾き歌い１３ 【予習・復習】自主練習

【予習・復習】自主練習

⑩【荒木、髙橋】移調１　　　　　　　　歌唱２　　　　　　　　　　　　　童謡９　【髙橋、他】童謡弾き歌い９ 【予習・復習】自主練習

⑪【荒木、髙橋】移調２　　　　　　　　歌唱３　　　　　　　　　　　　　童謡１０【髙橋、他】童謡弾き歌い１０ 【予習・復習】自主練習

【予習・復習】自主練習

⑦【荒木、髙橋】その他の音階１　　トーンチャイム・Mベル３ 　童謡７　【髙橋、他】童謡弾き歌い７ 【予習・復習】自主練習

⑧【荒木、髙橋】中間発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【髙橋、他】中間発表 【予習・復習】自主練習

⑨【荒木、髙橋】その他の音階２　　歌唱１　　　　　　　　　　　　　童謡８　【髙橋、他】童謡弾き歌い８ 【予習・復習】自主練習

④【荒木、髙橋】ヘ長調の音階 　　 伴奏付け（変奏４）　　　　 童謡４　【髙橋、他】童謡弾き歌い４ 【予習・復習】自主練習

【予習・復習】自主練習⑤【荒木、髙橋】ヘ長調の和音１　　トーンチャイム・Mベル１　 童謡５　【髙橋、他】童謡弾き歌い５

⑥【荒木、髙橋】ヘ長調の和音２　　トーンチャイム・Mベル２ 　童謡６　【髙橋、他】童謡弾き歌い６ 【予習・復習】自主練習

①【荒木、髙橋】ト長調の音階　　　 伴奏付け（変奏１）　　　　　童謡１　【髙橋、他】童謡弾き歌い１ 【復習】自主練習

②【荒木、髙橋】ト長調の和音１　　 伴奏付け（変奏２）　　　　　童謡２　【髙橋、他】童謡弾き歌い２ 【予習・復習】自主練習

③【荒木、髙橋】ト長調の和音２　　 伴奏付け（変奏３）　　　　　童謡３　【髙橋、他】童謡弾き歌い３ 【予習・復習】自主練習

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：ペーパーテストと弾き歌い実技試験は別に定めた日時に行う。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：学生個々に評価を伝え、必要に応じて個別指導を行う。

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：上記「その他」の２０％は学習態度を評価する。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： 50 ％ 発表： 50 ％ 実技試験： ％ その他： ％

学習に必要な 時間（分）

６０分

６０分

６０分

６０分

６０分

６０分

１８０分

６０分

６０分

６０分

６０分

６０分

６０分

６０分

１８０分

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：
『レポート(50％)』は、授業・演習・制作のふりかえりレポートと作品ファイルである。『発表(50％)』は、作品制作であ

る。
アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：１５回目の授業後、作品及び授業・演習・制作振り返りを作品フォリオとし
てまとめ提出すること。再作ごとの学びの記録の記入および、７回目、１５回目にレポート課題を課す

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：授業・演習・制作ふりかえりレポートにコメントする

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

①幼稚園・保育園・認定こども園における幼児の造形表現の位置づけ　演習：「両手で描く」 学びの記録　記入

②幼児の造形表現の意義　　演習：「点と線で遊ぶ」　演習・制作作品のファイリングについて 学びの記録　記入

③領域「表現」のねらい　演習：モダンテクニック「スクラッチ」 学びの記録　記入

④人間の感性と表現の関係性　演習：モダンテクニック「バチック」 学びの記録　記入

学びの記録　記入⑤幼児の発達と描画・造形活動の展開　演習：モダンテクニック「ドリッピング」

⑥造形に発展する素材と表現方法の手がかりⅠ　演習：モダンテクニック「エアブラシ」 学びの記録　記入

⑦造形に発展する素材と表現方法の手がかりⅡ　演習：モダンテクニック「フロッタージュ」 レポート課題①

⑧さまざまな素材との出会いⅠ　制作１．「コラージュ」 学びの記録　記入

⑨制作２．「小麦粉粘土をつくろう」 学びの記録　記入

⑩制作３．「染め紙をしよう」 学びの記録　記入

⑪制作４．「染め紙を使って張り子でランプシェードをつくろう」① 学びの記録　記入

学びの記録　記入

⑮授業振り返り・作品ファイルをつくろう

使用テキスト： その他参考文献など：
　渡辺一洋「幼児の造形表現」＜ななみ書房＞

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：

課題制作がある授業のため、毎回欠かさず出席して下さい。やむを得ない理由で課題の進行が遅れた場合は、自ら時間を

作り、各課題のまとめの時間までに遅れを取り戻してください。

⑫制作５．「染め紙を使って張り子でランプシェードをつくろう」②

⑬制作６．自然素材を使って作ろう 学びの記録　記入

⑭制作７．生活素材を使って作ろう 学びの記録　記入

レポート課題②

岡野 宏宣

備考

保育士資格指定科目（選択）

幼児教育学科

幼児と造形表現 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

必修１ １年次 後期 専門科目 演習

臨床美術士、中・高美術教員の経験から実際に作品制作を行うことを軸とし、保育者として子どもの表現に共感する
力や、子どもと造形活動を行うための工夫する力を身に付けることを目的とした授業を行っている。

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番

号）

　　１． ２． ３． ５． ７． ８．

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

幼児の造形表現の姿やその発達及びそれを促す要因、幼児の感性や創造性を豊か

にする様々な表現遊びや環境構成などの専門的事項についての知識・技能・表現

力を身につける。

・造形表現活動

・遊び

・伝統的技法

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ｈ　コミュニケーション力

Ａ　知識・理解力
造形表現の基礎知識を知り、幼児の表現や発達にあった造形表現活動について学

ぶ

Ｂ　専門的技術
造形表現の基礎技能や伝統的技法を学び、幼児の表現活動に展開させることがで

きる

Ｄ　問題解決力
表現することの楽しさを実感するとともに、楽しさを生み出す要因について考察

することができる

協力して制作することを通して、他者の表現を受け止め共感し、より豊かな表現

につなげていくことができる
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 100 ％

学習に必要な 時間（分）

60分

60分

60分

60分

60分

60分

60分

60分

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

特記事項：
・毎回の授業出席を原則とし、やむを得ず欠席した場合は課題を与える。
・課題への取り組み、提出物（期限厳守）の内容等で総合的に評価を行う。
・本科目では、アクティブ・ラーニングの一環として、グループワークでの指導案作成やそれに基づいた模擬保育を行う場を積極的に取り
入れる。
・課題の提示ならびに提出には、主にGoogleクラスルームを使用する。

アクティブラーニング要素：

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：　提出レポートや指導案にコメントを記載して返却

授　業　計　画　
準備学習（予習・復習等）

学習内容

①　幼稚園、教育実習の意義、実習生の役割について 【復習】①の復習

②　外部講師による特別講義（実習生に期待すること） 【復習】②の復習

③　実習計画の立て方・実習指導案（部分実習）の書き方について 【復習】③の復習

④　部分実習指導案の作成 【復習】④の復習

【復習】⑤の復習

⑧　教育実習Ⅰの振り返り・実習報告書の作成

使用テキスト：
①小櫃智子他『改訂版 実習日誌・実習指導案パーフェクトガイド』わかば社
②小山朝子他『保育の活動・遊びパーフェクトガイド』わかば社
③文部科学省『幼稚園教育要領解説』フレーベル館 ISBN978-4-577-81447-5
※上記①②は1年「保育実習指導Ⅰ－①」で購入・使用したテキストと同じ

その他参考文献など：
　授業の中で適宜紹介する。
　プリントなどの資料を適宜配布する。

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
　本科目の単位を履修するためには、全ての授業に出席し課題に取り組むと共に、「教育実習Ⅰ」を履修する必要があります。また、実習
を行うにあたって実際に必要なことを学ぶ重要な授業であるため、内容等に関して予習・復習・準備などに積極的に取り組んでください。
本科目の履修状況によっては、「教育実習Ⅰ」の履修を認めないことがあります。

⑤　実習日誌の書き方について１（考察の書き方「子どもの姿の捉え方」を中心に）

⑥　実習日誌の書き方について２（考察の書き方「保育者の姿の捉え方」を中心に） 【復習】⑥の復習

⑦　部分実習指導案に基づいた模擬保育 【復習】⑦の復習

【復習】教育実習全体の復習

宮越、石津、小川、岡野、髙橋、清水

備考

幼稚園教諭二種免許状科目（必修）

幼児教育学科

教育実習指導Ⅰ 担当教員　氏名：　

  開講時期（年次・期） 科目の区分 授業方法

選択１ １年次 後期 専門科目 演習

学校現場における教員経験を活かして、幼稚園教諭としての資質や専門性について、実践的に指導を行う。

自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番号） 　　１． ４． ６． ９．

実務経験を用いてどのような授業
を行っているか：

授業科目の学習教育目標の概要： キーワード

教育実習は、『事前学習』『実習』『事後学習』という流れの中で行われる。１年次の「教育実習
指導Ⅰ」では、事前学習として、教育実習の意義、幼稚園教諭や幼稚園の役割、実習計画の
立て方等を学ぶ。事後学習としては、実習報告書の作成を通して実習の成果をまとめ、各自
の課題を整理し２年次の「教育実習Ⅱ」に備える。

・実習計画
・実習報告書

授業における学修の到達目標

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ｃ　論理的思考力

Ｅ　自己管理力 教育実習Ⅰを通しての自己課題を確認する。

Ｅ　自己管理力 教育実習に必要な手続きを行う。

Ｄ　問題解決力 教育実習の計画を立てる。

実習報告書を作成し、各自の課題を整理する。
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科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： ％ レポート： ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 100 ％

学習に必要な
時間（分）

幼稚園教諭二種免許状科目（必修）
２

  開講時期（年次・期）

１年次 専門科目 選択後期 実習

幼児教育学科

科目の区分 備考

教育実習Ⅰ 担当教員　氏名：　 宮越、石津、小川、岡野、髙橋、清水

授業方法

　※実習先幼稚園のプログラムに沿って実習を行う。

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：

授　業　計　画　
学習内容

準備学習（予習・復習等）

グループワーク プレゼンテーション

特記事項：
実習先施設の評価に担当教員の評価を合わせ、総合的に評価する。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

実務経験を用いてどのよう
な授業を行っているか：

実際の幼児教育現場において教育実践や実務を体験することを通して、幼稚園教諭としての資質や専門
性について実践的に学び理解を深める。

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学習教育目標の概要：

　幼稚園における１０日間の実習を通して、そこで生活する幼児の発達や遊びの姿を理解
し、幼稚園の人的・物的環境や幼稚園教諭の職務内容等について具体的理解を深める。

キーワード

・幼稚園の機能・役割
・幼稚園の環境
・幼児の発達と遊び
・幼稚園教諭の職務内容

授業における学修の到達目標
自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番号） 　　２． ５． ６． ７． ８． ９．

幼稚園のもつ機能・役割について具体的に理解する。

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：
実習は子どもたちの生活の場で行われます。そのことを十分認識し、社会人としての自覚をもって実習に臨んでください。
なお、「教育実習Ⅰ」への参加は、「教育実習指導Ⅰ」やその他幼稚園教諭免許に必要な科目の履修状況、短大生活への取り組み等
に基づいて総合的に判断されます。

使用テキスト： その他参考文献など：

観察やかかわりを通して、幼児の発達への理解を深める。

幼児の保育・教育や、保育援助・指導について総合的に学ぶ。

Ａ　知識・理解力

Ａ　知識・理解力

Ｄ　問題解決力

Ｂ　専門的技術

Ｃ　論理的思考力

Ａ　知識・理解力

保育・幼児教育の計画、環境構成、記録および自己評価等について具体的に理解する。

幼稚園教諭の職務内容や職業倫理について具体的に学ぶ。

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする

Ｇ　倫理観

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート


